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21年度決算認定

平
成
22
年
度
第
３
回
定
例
会
は
９
月
７
日
か
ら
９
月
16
日
ま

で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

今
定
例
会
で
は
平
成
21
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算

を
認
定
。

ま
た
、
平
成
22
年
度
関
係
、
発
議
１
件
、
報
告
２
件
、
同
意

２
件
、
議
案
７
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
同
意
可
決
し
た
。

審
査
の
意
見

決
算
の
財
政
事
情
を
見
る
と
き
、
依
然
と
し
て
依
存
財
源
に

よ
る
財
政
事
情
に
変
わ
り
は
な
い
中
で
、
定
額
給
付
金
や
経
済

危
機
対
策
な
ど
の
臨
時
交
付
金
事
業
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業
等

に
よ
り
決
算
規
模
が
増
額
し
て
い
る
も
の
の
、
財
政
に
対
す
る

起
債
の
負
担
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
健
全

化
計
画
に
基
づ
く
行
政
運
営
を
行
い
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

・
予
算
執
行
に
つ
い
て

予
算
は
、
目
的
を
も
っ
て
計
上
し
執
行
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

歳
入
決
算
に
お
い
て
予
算
額
と
調
定
額
に
差
が
あ
り
、
ま
た
、

歳
出
決
算
に
お
い
て
流
用
が
見
受
け
ら
れ
る
。
あ
ら
か
じ
め
補

正
対
応
を
行
い
、
適
正
に
対
処
さ
れ
た
い
。

・
温
泉
館
の
運
営
に
つ
い
て

入
館
者
数
が
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
臨
時
交
付
金

事
業
に
よ
り
館
の
改
修
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
よ
り
一
層

の
効
率
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

町
内
全
域
の
下
水
道
事
業
が
、
多
額
の
費
用
と
時
間
を
か
け

完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
所
期
の
目
的
が
達
成
さ

れ
る
よ
う
接
続
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

監
査
委
員
の
意
見

主な特別会計歳出決算額　　　　　
国民健康保険特別会計 ２億 4，075万円
老人保健特別会計 613万円
下水道事業特別会計 5億 2，286万円
介護保険特別会計 ５億 5，356万円
後期高齢者医療特別会計 １億 6，143万円

（平成22年３月31日現在）

給水戸数 ３，195戸　（　20戸の増加）
給水人口 ７，788人　（　5人の増加）
年間総給水量 79万３，857t　（１,165ｔの増加）

営業収益・営業外収益から営業費用・営業外費用を引くと ５２０万円の
黒字決算である。
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90
・
９
％
と
下
が
っ
て
き
た

要
因
と
、
今
後
の
見
込
み
は
。

総
務
政
策
課
長　

実
質
交
付

金
１
億
円
の
増
額
と
御
坊
ふ

る
さ
と
圏
の
１
億
円
の
返
還

が
要
因
で
あ
る
が
、
依
然
と

し
て
依
存
財
源
に
頼
る
財
政

状
況
の
中
、
今
後
の
普
通
交

付
税
の
動
向
等
が
大
き
く
左

右
さ
れ
る
の
で
、
今
後
も
予

断
を
許
さ
な
い
の
も
と
考
え

て
い
る
。

賛
成
討
論

21
年
度
の
年
間
を
通
し
て

予
算
執
行
が
さ
れ
る
中
で
、

あ
ら
ゆ
る
問
題
が
残
さ
れ
て

い
る
面
は
あ
る
が
、
大
き
く

転
換
を
し
て
き
た
。

保
育
所
を
直
営
で
運
営
す

る
こ
と
、
雇
用
対
策
で
は
、

県
の
雇
用
対
策
基
金
の
活
用
、

海
水
浴
場
の
駐
車
場
用
地
の

購
入
等
、
当
初
予
算
か
ら
改

善
さ
れ
て
き
た
中
で
執
行
が

さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
賛
成

討
論
と
す
る
。

西
岡　

佳
奈
子　

議
員

町
内
消
費
の
観
点
か
ら
町
内

業
者
は
。

教
育
次
長　

登
録
業
者
が
24

社
の
内
、
町
内
は
３
社
と

な
っ
て
い
る
。

問　

経
常
収
支
比
率
が
、
昨

年
よ
り
4.5
ポ
イ
ン
ト
減
っ
て

専
門
的
な
知
識
を
要
す
る
件

に
つ
い
て
は
、
回
収
機
構
に

お
願
い
す
る
の
が
実
態
で
あ

る
。

問　

学
校
給
食
の
材
料
費
３

８
８
０
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
産
業
振
興
の
面
か
ら
又
、

は
。

税
務
課
長　

所
在
不
明
と
無

財
産
処
理
で
あ
り
、
個
人
住

民
税
で
７
名
の
12
件
、
固
定

資
産
税
で
12
名
の
18
件
、
軽

自
動
車
税
で
４
名
７
件
で
あ

る
。

問　

入
湯
税
、
温
泉
館
使
用

料
で
予
算
規
模
と
調
定
額
に

大
き
な
差
が
出
て
い
る
が
、

補
正
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

の
か
。

総
務
政
策
課
長　

同
じ
指
摘

が
監
査
委
員
か
ら
も
あ
っ
た
。

今
後
は
補
正
対
応
に
よ
り

対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

交
通
安
全
対
策
工
事
請

負
費
で
不
用
額
が
で
て
い
る

が
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
に

十
分
応
え
た
上
で
の
不
用
額

か
。

総
務
政
策
課
長　

そ
の
と
お

り
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
は
要
望
額

が
、
２
０
０
万
円
を
切
る
よ

う
な
状
態
が
続
い
て
い
る
。

問　

県
地
方
税
回
収
機
構
負

担
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
成
果
は
。

税
務
課
長　

回
収
機
構
へ
移

管
し
た
件
数
は
10
件
で
あ
り
、

万
３
３
０
０
円

を
収
納
し
て
残

り
35
万
７
６
０

０
円
と
な
っ
て

い
る
が
、
少
し

ず
つ
で
も
納
付

し
て
も
ら
え
る

よ
う
努
力
し
て

い
く
。

問　

町
税
で
不

納
欠
損
額
１
４

３
万
４
５
９
３

円
、
そ
れ
ぞ
れ

の
内
訳
と
理
由

一
般
会
計

吉田　隆一　氏
（高家）

教
育
委
員
会
委
員
に
、
吉
田
隆
一
氏
（
再
）
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

完成した産湯防潮堤補強工事

完成した阿尾陸こう鉄扉

問　

保
育
料
の
収
入
未
済
額

が
３
名
で
45
万
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

住
民
福
祉
課
長　

そ
の
後
９



集合型処理区接続率 （平成２２年３月３１日現在）
加入戸数 接続戸数 接続率

阿尾・産湯処理区 ２８３ ２４９ ８８．０％
比井処理区 １７７ １４１ ７９．７％
小浦処理区 ７４ ６６ ８９．２％
谷口・小池処理区 ３１５ ２４０ ７６．２％
内原東処理区 ８３９ ３６０ ４３．０％

計 １６８８ １０５６ ６２．６％
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税
務
課
長　

資

格
証
明
書
で
12

世
帯
、
短
期
証

で
６
世
帯
と
な

っ
て
い
る
。

下
水
道
事
業

問　

収
入
未
済
額
11
万
４
６

０
０
円
の
内
訳
は
。

上
下
水
道
課
長　

浄
化
槽
使

用
料
で
３
人
の
５
万
４
４
０

０
円
、
集
落
排
水
使
用
料
で

４
人
の
６
万
２
０
０
円
と
な

っ
て
い
る
。

問　

現
在
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

問　

地
方
税
回
収
機
構
へ
何

件
移
管
さ
れ
て
い
る
か
。

税
務
課
長　

21
年
度
分
で
５

世
帯
１
８
８
万
円
分
、
特
に

悪
質
な
方
に
つ
い
て
移
管
し

て
い
る
。

問　

資
格
証
明
書
、
短
期
証

の
交
付
状
況
は
。

上
下
水
道
課
長　

浄
化
槽
使

用
料
に
つ
い
て
は
完
納
で
あ

り
、
集
落
排
水
で
は
３
人
が

完
納
で
、
１
名
３
万
７
８
０

０
円
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
。

問　

集
合
型
各
処
理
区
で
の

接
続
率
が
の
び
て
い
な
い
が

努
力
し
て
い
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

今
後
更
に

努
力
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険

問　

収
入
未
済
額
１
２
９
１

万
３
千
円
の
内
訳
は
。

税
務
課
長　

現
年
分
で
47
世

帯
48
件
、
滞
納
繰
越
分
で
は

48
世
帯
95
件
と
な
っ
て
い
る
。

谷口小池処理場
議
会
発
議

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
れ
ま
で
、
議
員
改
選
や
辞
職
等
に
よ
り
、
当
該
月

の
在
職
期
間
が
１
个
月
に
満
た
な
い
場
合
で
も
議
員
報

酬
を
全
額
を
支
給
し
て
い
た
が
、
支
給
基
準
の
適
正
化

を
図
り
、
町
長
、
職
員
同
様
に
日
割
り
計
算
に
よ
る
支

給
に
す
る
た
め
の
条
例
改
正
。

特
別
会
計

固
定
資
産
評
価
委
員
に

津
村
　
安
雄
　
氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に 

津
村　

安
雄 

氏
（
下

志
賀
）
を
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
。
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問　

移
設
工
事
中
、
下
水
道

の
使
用
に
影
響
は
な
い
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

先
に
新
た

に
ポ
ン
プ
、
管
路
を
新
設
し

出
来
る
だ
け
短
時
間
で
継
ぎ

込
む
工
法
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

県
道
拡
幅
工
事
に
伴
う

移
設
工
事
で
あ
り
県
か
ら
の

補
償
は
あ
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

減
価
償
却

を
ふ
ま
え
た
中
で
県
と
も
話

し
合
い
を
し
て
お
り
補
償
費

は
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

下
水
道
事
業

既
定
の
予
算
額
に
、
５
０
７
９
万
円
を
追
加
し
、

総
額
３
５
億
１
４
２
６
万
１
千
円
と
す
る
。

主
な
内
容
は
，
国
保
日
高
総
合
病
院
負
担
金
２
８

７
３
万
６
千
円
、
農
地
制
度
円
滑
化
事
業
費
１
５
６

万
５
千
円
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
事
業
交
付

金
４
９
１
万
６
千
円
、
雇
用
再
生
特
別
基
金
活
用
事

業
費
３
８
３
万
３
千
円
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
委
託
料
７
１
４
万
円
等

既
定
の
予
算
額
に
、
２

０
５
９
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
３
億
２
４
４
３

万
３
千
円
と
す
る
。

主
な
内
容
は
，
県
道
比

井
紀
伊
内
原
停
車
場
線

（
比
井
地
内
）
の
拡
幅
工

事
に
伴
い
、
管
路
及
び
中

継
ポ
ン
プ
移
設
工
事
で
１

０
５
０
万
円
、
下
水
道
基

金
積
立
金
で
１
１
２
４
万

３
千
円
の
増
額
。

問　

農
地
利
用
状
況
調
査
及

び
農
家
意
向
調
査
の
目
的
と

実
施
方
法
は
。

産
業
建
設
課
長　

現
在
遊
休

農
地
等
が
増
え
て
き
て
い
る

中
、
そ
の
利
用
状
況
と
農
家

の
意
向
を
調
査
し
、
今
後
の

対
策
の
た
め
、
農
業
委
員
会

が
実
施
す
る
。

問　

商
工
総
務
費
の
地
域
商

品
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
作
成
及
び
管
理
運
営

委
託
料
の
詳
細
説
明
。

産
業
建
設
課
長　

ふ
る
さ
と

雇
用
を
利
用
し
、
新
た
な
市

場
の
確
保
ま
た
Ｐ
Ｒ
の
拡
大

等
含
め
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
で
き
る
よ
う
な
サ
イ

ト
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
年
産
湯
海
水
浴
場
で
立
ち

上
げ
た
地
域
振
興
株
式
会
社

に
委
託
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

特
別
会
計

一
般
会
計

賛
成
討
論

今
回
の
補
正
で
、
農
業

委
員
会
費
で
農
地
利
用
状

況
調
査
及
び
農
家
意
向
調

査
賃
金
並
び
に
農
家
台
帳

更
新
委
託
料
、
そ
れ
か
ら

ま
た
商
工
費
で
地
域
商
品

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
作
成
及
び
管
理
運

営
委
託
料
、
い
ず
れ
も
全

額
補
助
事
業
で
採
択
さ
れ
、

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
努
力
を
評

価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。今

後
は
、
こ
れ
の
み
に

終
わ
る
こ
と
な
く
、
こ
の

成
果
を
十
二
分
に
検
討
さ

れ
、
地
域
の
活
性
化
・
産

業
振
興
に
更
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
し
て
賛
成
討
論

と
す
る
。

楠　

新
一
議
員

国保日高総合病院

中継ポンプ移設工事（比井交差点）
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問　

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

町
長　

被
害
の
続
出
に
つ
い

て
は
十
分
認
識
し
、
対
策
に

苦
慮
し
て
い
る
。

現
在
の
対
策
を
継
続
し
な

が
ら
、
有
効
な
手
段
を
考
え
、

実
施
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん

と
の
連
携
を
密
に
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　

昨
年
、
日
高
町
の
会
場

で
狩
猟
免
許
の
取
得
・
更
新

が
で
き
た
が
、
継
続
的
に
中

紀
地
方
で
と
い
う
の
は
難
し

い
か
。

町
長　

県
に
対
し
て
は
「
引

き
続
い
て
」
と
お
願
い
を
し

て
い
る
が
、
講
師
の
関
係
な

ど
で
毎
年
は
難
し
い
と
聞
い

て
い
る
。

し
か
し
「
時
期
を
み
て
取

り
組
み
た
い
」
と
い
う
答
え

も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

再
度
県
へ
要
望
し
た
い
。

問　

印
南
町
が
銃
の
狩
猟
免

許
取
得
に
つ
い
て
補
助
を
す

る
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
。

猟
銃
の
免
許
取
得
、
購
入
、

保
管
に
は
高
額
の
費
用
が
か

か
る
と
聞
く
。

ま
た
、
免
許
所
持
者
の
高

齢
化
も
あ
る
と
思
う
。

何
ら
か
の
補
助
が
で
き
な

い
か
。

ま
た
、
役
場
職
員
が
免
許

を
取
得
し
た
り
、
期
間
を
決

め
て
猟
銃
免
許
所
持
者
を
臨

時
雇
用
す
る
と
い
う
よ
う
な

問　

防
災
行
政

無
線
放
送
に
つ

い
て
、
防
災
の

役
割
で
の
放
送

に
つ
い
て
考
え

た
時
、
「
聞
こ

え
な
い
」
「
聞

こ
え
に
く
い
」

と
い
う
人
が
少

な
か
ら
ず
い
る

と
い
う
状
況
を

軽
視
す
べ
き
で

は
な
い
。

普
段
は
聞
こ

え
て
い
て
も
、

戸
別
の
受
信
機
や
防
災
ラ

ジ
オ
の
配
置
な
ど
、
現
状
の

改
善
を
。

町
長　

「
聞
こ
え
な
い
」
な

ど
の
対
応
は
、
従
来
よ
り
実

施
し
て
い
る
戸
別
受
信
機
の

設
置
を
継
続
す
る
。

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
促

進
の
ほ
か
、
県
に
お
い
て
防

災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

取
り
組
む
考
え
は
な
い
。

問　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
停

電
す
る
と
見
ら
れ
な
い
が
、

防
災
ラ
ジ
オ
は
、
乾
電
池
で

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
町
民
み
な
さ
ん
が
、

防
災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信

を
受
け
ら
れ
る
携
帯
や
パ
ソ

コ
ン
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

一
つ
の
手
段
と
し
て
は
い

い
が
、
町
民
全
体
に
は
難
し

い
。総

合
的
に
考
え
る
と
、
防

災
ラ
ジ
オ
が
、
効
果
と
し
て

は
大
き
い
と
考
え
る
が
。

町
長　

現
時
点
で
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ま
た
、
防
災

わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信
を
有

効
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

西
岡
　
佳
奈
子
　
議
員

被害は深刻

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

猟
銃
免
許
へ
の
補
助

に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し
た

が
、
補
助
す
る
と
い
う
結
論

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

も
う
一
度
十
分
検
討
す
る
。

台
風
な
ど
風
雨
が
強
い
と
、

屋
外
の
放
送
は
聞
こ
え
に
く

く
な
る
。
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と
し
て
の
位
置
づ
け
を
作
っ

て
い
た
。

損
益
状
況
は
、
若
干
赤
字

（
１
千
万
程
度
）
は
出
し
て

い
る
も
の
の
、
事
業
規
模
、

町
民
利
用
状
況
、
数
十
人
の

町
民
雇
用
確
保
等
の
状
況
か

小
海
町
は
大
企
業
も
無
く
、

過
疎
の
町
で
あ
る
が
故
、
温

泉
事
業
等
を
必
死
で
営
業
努

力
を
し
た
り
、
他
に
も
町
開

発
公
社
で
数
十
人
を
雇
用
し
、

周
辺
施
設
等
で
働
い
て
お
り
、

温
泉
を
若
い
人
の
雇
用
確
保

日
高
町
と
同
じ
町
直
営
で
あ

り
な
が
ら
担
当
責
任
者
の
考

え
方
一
つ
で
、
運
営
方
法
が

な
ぜ
こ
う
も
違
う
も
の
か
、

当
町
の
開
業
以
来
10
年
の
運

営
方
法
が
す
べ
て
否
定
さ
れ

た
一
日
で
あ
っ
た
。

り
上
げ
が
約
８
千
５
百
万
円
、

売
店
及
び
産
直
品
売
り
上
げ

が
約
４
千
万
円
も
あ
り
、
す

べ
て
町
直
営
の
為
、
入
館
料

は
安
く
設
定
し
て
い
る
が
他

で
稼
い
で
い
た
。

職
員
数
は
町
職
員
１
名
の

大
人
３
０
０
円
子
供
１
０
０

円
に
し
、
町
民
が
町
外
の
人

を
温
泉
に
連
れ
て
き
た
と
き

に
は
、
町
民
接
待
の
名
目
で

町
民
と
同
じ
料
金
に
し
て
あ

げ
た
り
、
又
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
を
２
万
円
で
販
売
す
る
な

ら
勘
案
す
る
と
、
意
見
の

分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
許
容
範
囲
か
と
も
感
じ

た
。い

ず
れ
に
し
て
も
日
高

町
温
泉
館
に
つ
い
て
は
、

今
年
で
10
年
が
経
過
し
た

が
、
町
民
利
用
者
が
少
な

い
上
、
入
館
者
は
減
少
傾

向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
、
今
年
度
も
前
年
の

10
％
減
の
推
移
を
し
て
い

る
の
で
大
幅
赤
字
は
明
ら

か
で
あ
る
、
議
員
か
ら
は

再
三
に
わ
た
り
運
営
面
で

の
改
革
を
要
望
し
て
き
た

が
、
未
だ
に
何
も
手
を
打

た
な
い
で
い
る
。

設
立
時
の
起
債
償
還
も

来
年
度
で
す
べ
て
完
了
す

る
に
あ
た
り
、
こ
の
辺
で

す
べ
て
の
仕
組
み
を
見
直

し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

し
て
は
と
の
委
員
会
で
の

意
見
が
多
か
っ
た
。

当
委
員
会
は
、
去
る
７
月

27
日
、
長
野
県
南
佐
久
郡
小

海
町
に
あ
る
、
町
直
営
温
泉 

「
八
峰
の
湯
」
を
訪
れ
、

施
設
責
任
者
か
ら
運
営
及
び

経
営
状
況
等
を
詳
細
に
聞
き

研
修
を
行
っ
た
。

小
海
町
は
八
个
岳
の
北
に

位
置
し
、
施
設
の
隣
接
に
は

ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
貸
別
荘
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場　

又
、
美
術

館
、
音
楽
堂
等
々
の
文
化
的

な
施
設
も
整
備
さ
れ
、
一
帯

が
ト
ー
タ
ル
的
な
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
地
と
な
っ
て
い
る

環
境
的
に
申
し
分
無
い
町
で

あ
る
が
過
疎
の
町
で
も
あ
る
。

　

当
温
泉
施
設
は
２
０
０
７

年
７
月
に
開
業
し
、
丁
度
３

年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
の
新

し
い
施
設
で
、
す
で
に
延
べ

50
万
人
（
年
間
17
万
人
）
の

入
館
者
が
あ
り
活
況
を
呈
し

て
い
た
。

入
館
料
金
は
大
人
５
０
０

円
・
子
供
２
０
０
円
で
運
営

し
て
い
る
が
、
町
民
に
は
特

別
に
町
民
カ
ー
ド
提
示
で
、

八峰の湯での研修

他
26
名
は

臨
時
職
員

と
パ
ー
ト

で
ま
か
な

っ
て
い
る

が
、
年
間

の
定
休
日

は
無
く
、

年
末
、
年

始
も
営
業

し
て
い
る

と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

又
夏
場

限
定
で
早

朝
７
時
か

ら
の
朝
風

呂
、
夜
10

時
ま
で
の

夜
風
呂
等

ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
も

取
り
入
れ
、

敬
老
会
等

の
団
体
を

町
の
バ
ス

で
送
迎
等
、

ど
、
町
民
福
祉

の
為
、
並
び
に

入
館
者
を
増
や

す
施
策
を
導
入

し
て
い
た
。

結
果
、
入
館

者
の
利
用
状
況

は
、
町
外
60
％
、

町
内
利
用
40
％

と
な
っ
て
お
り

日
高
町
の
町
内

利
用
者
10
％
程

度
と
は
大
き
な

違
い
で
あ
っ
た
。

売
上
げ
規
模

は
年
間
１
億
８

千
万
円
程
度
の

温
泉
で
あ
る
が
、

入
館
料
約
５
千

万
円
に
対
し
、

レ
ス
ト
ラ
ン
売

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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７
月
26
日
議
会
常
任
委
員

会
は
合
同
で
新
潟
県
長
岡
市

（
旧
山
古
志
村
）
を
訪
問
視

察
し
た
。

平
成
16
年
10
月
23
日
発
生

し
た
中
越
地
震
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
地
震
は
直
下
型
地
震

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
８

で
観
測
史
上
最
大
震
度
７
を

記
録
し
た
巨
大
地
震
で
あ
る
。

死
者
は
68
人
、
負
傷
者
は

４
千
７
９
５
人
で
、
住
宅
被

この広報紙は再生紙を使用しています。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

厳
し
か
っ
た
夏
の
暑
さ

も
忘
れ
そ
う
に
な
る
秋
。

稲
刈
り
、
運
動
会
、
秋

祭
り
も
終
わ
り
、
紅
葉
の

季
節
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
四
季
の

移
ろ
い
は
日
本
の
ほ
こ
り

で
し
た
。
け
れ
ど
最
近
は
、

国
土
が
亜
熱
帯
化
し
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
降
る

雨
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
な
り
、

夏
の
暑
さ
は
人
々
の
命
を

奪
う
ほ
ど
。

秋
の
過
ご
し
や
す
さ
の

中
で
、
今
年
の
冬
の
寒
さ

を
心
配
す
る
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
定
例
議
会
ご
と

に
発
行
し
て
い
る
議
会
だ

よ
り
で
す
が
、
編
集
委
員

一
同
、
毎
回
、
苦
労
し
な

が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
愛
読
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
是
非
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西
岡　

佳
奈
子

害
は
全
壊
３
千
１

７
５
棟
、
そ
の
他

半
壊
等
を
含
め
る

と
実
に
12
万
棟
を

超
え
た
。

６
年
後
の
視
察

で
あ
る
た
め
崩
落

し
た
山
肌
等
に
は

草
木
が
繁
り
緑
が

戻
っ
て
来
て
い
る

が
、
新
設
さ
れ
た

道
路
の
近
く
に
は

崩
落
で
陥
没
し
た

以
前
の
道
路
や
、

宙
に
浮
い
た
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
が
地
震

の
威
力
を
物
語
っ

て
い
た
。

地
震
発
生
後
の

テ
レ
ビ
放
送
で
２

歳
の
子
ど
も
が
92

時
間
ぶ
り
に
救
出

さ
れ
る
映
像
に
私

た
ち
が
衝
撃
を
受

高
町
も
今
後
想
定
さ
れ
る
南

海
・
東
南
海
地
震
が
発
生
し

た
時
に
は
海
岸
地
域
の
津
波

に
対
す
る
対
策
と
、
内
陸
部

の
山
に
面
し
た
集
落
に
対
し

て
の
備
え
等
、
地
域
に
あ
っ

た
防
災
意
識
の
認
識
が
大
切

で
あ
る
と
全
委
員
が
痛
感
し

た
。

埋没した住宅

け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ

の
崩
落
現
場
を
訪
れ
た
際
に

は
山
に
面
し
た
場
所
の
怖
さ

を
痛
切
に
感
じ
た
。

今
回
の
視
察
で
特
に
感
じ

た
こ
と
は
地
震
の
大
き
さ
は

基
よ
り
、
地
滑
り
の
規
模
の

大
き
さ
と
地
滑
り
と
は
如
何

に
怖
い
も
の
だ
と
痛
感
し
た
。

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
日

大規模地すべり


